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西伊豆町議会との研修会であいさつする五味
平一議長（中央）

「花の森こども園」の運営方針などを語る代表理事
の葭田あきこさん（左）

　
富
士
見
町
議
会
は
12
月
14
日
、
15
日
の
両
日
、
姉
妹
町
の
静
岡
県
西
伊
豆
町
を
訪
問

し
、
議
員
交
流
を
行
い
ま
し
た
。
両
町
議
会
は
毎
年
１
回
、
交
互
に
訪
問
し
合
っ
て
い

ま
す
。
今
年
度
は
富
士
見
町
側
が
訪
問
す
る
年
で
、
議
員
９
人
と
議
会
事
務
局
職
員
２

人
が
参
加
し
、
熱
い
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。
町
役
場
で
の
研
修
会
で
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
、
議
会
本
会
議
の
動
画
配
信
の
２
点
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

社
会
文
教
常
任
委
員
会
は
、
埼
玉
県
内
の
２
町
を
訪
問
し
、
自
然
体
験
の
教
育
、

高
齢
者
福
祉
の
在
り
方
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
10
月
31
日
に
秩
父
郡
皆
野
町
の

「
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

花
の
森
こ
ど
も
園
」
を
、
11
月
１
日
は
比
企
郡
川
島
町
の
町

役
場
を
訪
問
し
ま
し
た
。

【
ふ
る
さ
と
納
税
】
平
成
28
年
度
は
約
11
億

２
５
０
０
万
円
の
寄
付
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

富
士
見
町
の
１
億
円
弱
に
対
し
て
、
金
額
の

大
き
さ
が
際
立
っ
て
い
ま
す
。
西
伊
豆
町
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
を
「
町
の
産
業
振
興
を
図
る

上
で
、
ベ
ー
ス
と
な
る
施
策
。
町
や
特
産
品

を
効
果
的
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
す
ぐ
れ
た
ツ
ー

ル
」
と
位
置
付
け
、
事
業
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
平
成
29
年
度
は
総
務
省
か
ら
、
高
額

寄
付
に
対
す
る
返
礼
品
の
廃
止
、
感
謝
券
の

廃
止
、
返
礼
割
合
を
３
割
以
下
に
す
る
な
ど

の
直
接
指
導
が
あ
り
、
３
月
末
ま
で
に
見
直

姉
妹
町
の
西
伊
豆
町
を
訪
問
、議
員
交
流

全員協議会での町関係協議・報告事項【１０月～１２月】
◆１０月２４日（一部秘密会）
①地域未来投資促進法の概要（和田産業課長）
②静香苑の使用料改定（小池建設課長）
③平成30年度予算編成に向けての町長方針（名取町長）
④衆院選関係の専決処分（伊藤総務課長）
⑤台風21号による被害状況（伊藤総務課長）
⑥茅野市内事業者への行政処分（伊藤総務課長）
⑦トヨタ財団への助成申請（植松副町長）
⑧落合保育園の改築計画（脇坂教育長、平出子ども課長）
⑨「ゆめの森公園」
　（脇坂教育長、平出子ども課長、名取生涯学習課長）
⑩アプリ関係（伊藤総務課長）
◆１０月３０日（臨時全協）
①24日の全協で説明のあった事案への対応を協議

◆１１月１４日（臨時全協）
①「ゆめの森公園」の予算不足問題
　（植松副町長、脇坂教育長、平出子ども課長、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　名取生涯学習課長）
◆１１月２０日
①町議会12月定例会に提出予定の議案（植松副町長）
②「ゆめの森公園」建設に伴う予算不足4000万円の補正予算案
　（名取町長）
③ニホンジカの放射性セシウム検出に関する概要（伊藤総務課長）
◆１２月１２日
①平成29年度「富士見町重大（10大）ニュース」（伊藤総務課長）
②12月定例会の追加提出議案（植松副町長）
③放射性セシウム検出に伴う全頭検査（和田産業課長）

※（　）内は説明者

し
ま
す
。
今
年
度
の
寄
付
額
は
前
年
度
割
れ

を
し
て
い
ま
す
が
、
29
年
10
月
〜
12
月
は
新

事
業
を
企
画
。
ア
ワ
ビ
・
ヒ
ラ
メ
の
放
流
事

業
に
対
す
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

実
施
。
寄
付
金
の
使
途
を
漁
業
活
性
化
で
あ

る
と
明
確
に
示
し
、
資
金
調
達
を
図
り
ま
し

た
。

【
議
会
の
動
画
配
信
】
平
成
26
年
度
12
月
定

例
会
か
ら
一
般
質
問
の
動
画
配
信
を
始
め
て

い
ま
す
。
２
台
の
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
で
町
側
と

議
員
側
を
撮
影
。
議
会
事
務
局
が
動
画
編
集

ソ
フ
ト
で

編
集
後
、

Y
ouTube

に
ア
ッ
プ

ロ
ー
ド
。

町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

上
で
公
開

し
て
い
ま

す
。
導
入

費
用
は
、

ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
改
修

の
委
託
料

が
約
15
万
円
、
備
品
購
入
費
が
約
21
万
円
の

計
36
万
円
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
ゼ
ロ
で

す
。
た
い
へ
ん
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

所管事務調査
社会文教常任委員会

① 調査日…平成29年10月31日～11月1日
② 訪問地…埼玉県皆野町・川島町

　
「
花
の
森
こ
ど
も
園
」
は
自
然
の
中
で

子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
「
自
然
体
験
の

教
育
」
を
教
育
理
念
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

ヤ
ギ
や
ウ
サ
ギ
と
触
れ
合
い
、
木
登
り
、

山
登
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
代
表
理

事
の
葭
田
（
よ
し
だ
）
あ
き
こ
さ
ん
に

よ
る
と
、
秩
父
市
内
の
幼
稚
園
が
経
営

者
の
交
代
に
よ
り
、
教
育
方
針
が
大
き

く
変
わ
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
一

部
の
保
護
者
と
一
緒
に
こ
ど
も
園
を
創

設
し
ま
し
た
。
無
認
可
で
、
公
的
支
援

は
な
く
、
資
金
源
は
保
育
料
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
賛
助
会
費
な
ど
で
す
。
２
歳
か
ら
就

学
前
ま
で
の
22
人
が
通
園
し
て
い
ま
す
。

葭
田
さ
ん
は
「
自
然
の
中
で
育
つ
子
ど

も
は
自
己
肯
定
感
が
高
ま
る
。
子
ど
も

た
ち
が
自
立
す
る
た
め
に
は
、
自
分
で

選
ぶ
体
験
が
大
事
で
、
幼
児
期
に
自
分

で
選
択
し
責
任
を
負
う
こ
と
が
自
信
に

な
り
、
そ
れ
が
社
会
に
つ
な
が
る
」
と

語
り
ま
し
た
。

　

自
然
の
中
で
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、

自
然
の
大
切
さ
を
大
人
に
な
っ
て
も
感

じ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
富
士
見
町
も
自

然
豊
か
な
町
。
自
然
の
中
で
子
ど
も
を

育
て
る
意
識
を
持
ち
続
け
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
し
た
。

　

二
日
目
に
訪
れ
た
川
島
町
は
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
暮
ら
せ
る

仕
組
み
づ
く
り
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
モ
デ
ル
事
業
」
を
取
り
入
れ
、
実

践
し
て
い
ま
す
。
超
高
齢
化
時
代
を
迎

え
る
中
で
、
先
進
地
と
し
て
参
考
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

自
然
体
験
の
教
育

　
　
花
の
森
こ
ど
も
園

地
域
包
括
ケ
ア
の
川
島
町
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